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１．はじめに 

 

 安芸高田市は、政令指定都市の広島市と隣接しており、自家用車または公共交通機関で

の通勤距離圏内であるとともに、歴史や文化風習、風土に恵まれ、市全域面積の大部分を

占める山林、農地が広がる豊かな風景、農産物にも恵まれています。また、こういった地

形を利用した様々な運動施設や観光施設等が整備されています。 

 

しかしながら、宿泊施設が少ないことや、大勢の人数が食事する場所がないこと、さら

には、長引く不況により縮小された予算の影響で、これまでに整備された施設等の廃止や

縮小、維持管理が行き届いていない状況が発生しており、既存の施設等を活かした観光客

の増加につながっておりません。 

 

 そうした中、市外又は県外から来訪客がある既存施設や、安芸高田市の地形、風景等を

活用した既存施設を再度手入れすることにより、新たな集客の可能性があると考えました。 

 

 本小委員会では、既に整備されている地域資源を最大限に有効活用し、安芸高田市の魅

力を引き出すための方策等について審議を行ったので、その経過と結果について次のとお

り報告いたします。 

 

 

２．経 過 

 

平成２９年度 

 

 (1)第１回小委員会 

 開催日時 平成２９年８月２３日（水）１３：５５～１６：００ 

出席者  委員１２名、事務局３名 

会議内容 ①第 2 小委員会委員長、副委員長の選出 

     ②小委員会の検討テーマについて 

     ③H29 第 2 小委員会開催スケジュール 

 

 (2)第２回小委員会 

 開催日時 平成２９年１０月２４日（水）１３：３０～１５：３０ 

出席者  委員１１名、事務局２名 

会議内容 ①検討テーマ「地域資源の有効利用について」に関する意見交換 

 

 (3)第３回小委員会 

 開催日時 平成２９年１２月１８日（月）１３：３０～１５：３０ 

出席者  委員１３名、事務局２名 

会議内容 ①検討テーマ「地域資源の有効活用について」に関する意見交換 
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(4)まちづくり委員会視察研修 

 開催日時 平成３０年３月１４日（水）島根県益田市 真砂地区振興センター 

 出席者  委員１５名、事務局３名 

 視察内容 ①人口推計による人口安定化に向けた取組について 

      ②住民参加型の地域づくりの取組について 

 

平成３０年度 

 

 (1)第１回小委員会 

 開催日時 平成３０年８月２１日（金）１３：３０～１５：３０ 

出席者  委員１３名、事務局２名 

会議内容 ①検討テーマ「地域資源の有効活用について」に関する意見交換 

  

(2)第２回小委員会 

 開催日時 平成３０年１０月２４日（水）１３：３０～１５：３０  

出席者  委員１０名、事務局２名 

会議内容 ①検討項目「吉田サッカー公園及びその周辺の整備について」に関する 

意見交換 

       ②検討項目「広島県自然歩道」に関する意見交換 

 

 (3)第３回小委員会 

 開催日時 平成３１年３月１１日（月）１３：３０～１４：４０ 

出席者  委員１４名、事務局２名 

会議内容 第２小委員会提言書（案）の内容確認、修正、承認について 

 

 

 

３．提 案 

 

 安芸高田市まちづくり委員会第２小委員会では、本市のこれまで既に整備されている地

域資源を再度見つめ直し、新たな観光資源として有効活用ができないか検討していくこと

が重要であると考えます。このため、地域資源の洗い出しを行った結果、２つの施設に着

目しこれらを活用して魅力あるまちづくりにつながる仕組みづくりを検討しました。 

その結果、次の地域資源を活用したまちづくりを提案します。 
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（１）吉田サッカー公園について 

 

〇 現 状  
 

 安芸高田市は、Ｊ１「サンフレッチェ広島」のマザータウンであり、安芸高田市吉田町

西浦にある「吉田サッカー公園」ではプロチームの練習場として、またユースチームの練

習及び試合会場として年間約８００回弱の利用、約５０，０００人弱の多くの来場者があ

ります。プロチームの練習日には特に多くの観客が来場し、駐車スペースが満車になって

いる状態です。 

 

しかしながら、吉田サッカー公園には、観覧するための観客席というものはなく、いく

つかあるベンチを利用していただくか、立見で観覧していただいている状況です。吉田サ

ッカー公園内にある管理棟は、サンフレッチェ広島の利用により一部しか来場者が利用す

ることが出来ません。また、吉田サッカー公園内では軽食等が喫食できるようなレストハ

ウス、応援グッズを販売する売店等も設置されていないのが現状です。 

 

また、公共交通機関を利用してこられた来場者は、市中心部及び吉田サッカー公園最寄

りのバス停からの移動手段がなく、吉田サッカー公園まで歩いて移動されている姿が見受

けられます。 

 

せっかく応援に来られている来場者に、「おもてなしの心」のない施設となっており、マ

ザータウンとしての応援体制に疑問を感じています。 

 

別表 平成２７～２９年度吉田サッカー公園施設別利用状況 

 

 平成 27 年度 平成 28 年度 平成 29 年度 

トレーニング室 

一般利用者数 
3,282 人 3,424 人 3,837 人 

グラウンド利用者数 34,219 人 30,458 人 27,798 人 

サンフレッチェ 

プロチーム練習回数 
227 回 226 回 205 回 

サンフレッチェ 

ユースチーム練習回数 
198 回 200 回 203 回 

サンフレッチェ 

ユースチーム試合回数 
50 回 63 回 45 回 

安芸高田市内 

団体利用回数 
315 回 291 回 302 回 

観客数 12,239 人 14,809 人 12,858 人 

※教育委員会生涯学習課集計による 
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〇 課 題 

 

「サンフレッチェ広島」「サンフレッチェ広島ユース」の公開練習及び公式試合が

開催されており、多くの集客があるにもかかわらず来場者に対する配慮及び景観の整

備等を欠いています。 

 

「サンフレッチェ広島」のマザータウンとしてチームを最大限応援し、応援に来て

くださる「サポーター」の方々への「おもてなし」の気持ちを念頭に置いた配慮を強

化することが必要です。 

 

〇 課題解決のための提案 

 

 

①  大切なサポーターの方々、施設利用者に心地よく利用していただくために、収

容人数を拡大できる施設整備と、施設内で気軽に喫食できるレストハウスや売店、

一般利用者のシャワールーム等の整備を早急に実施することを求めます。 

 

 

②  公共交通機関を利用して来られる来場者は、市中心部及び最寄りのバス停から

の移動手段がなく、徒歩で移動されている来場者が見受けられます。 

この状況のままでは、将来的には来場者の減少と地域の活性化に歯止めがかか

ってしまうことが危惧されます。 

 このような事態を回避するため、イベント時に臨時便を用意するなど対応し、

利便性を向上させることが必要です。 

 

 

③  国道５４号線から吉田サッカー公園へと続く道路沿線においては、平成３２年

度完成予定の道の駅「（仮称）あきたかた」や「田んぼアート」といった新たな

観光施設が整備され、来場者の増加が見込まれるにもかかわらず、樹木等の植栽

がなされていないため四季折々の風景がなく、殺伐としています。 

 安芸高田市の木及び花である桜、紫陽花等を吉田サッカー公園内及び周辺に植

栽し、四季それぞれの見どころを設定し公園としての機能を持たせることによっ

て現在のサポーター及び施設利用者に加え、新たな観光客を呼び込む施設になり

うることが見込まれます。 

 また併せて、植栽して数年間は幼木を有害鳥獣から保護するための対策を講じ

ることが必須であるため、長期的な視点での管理が大切です。 
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（２）広島県自然歩道について 

 

〇 現 状 

 

 広島県の中央部を横断する「広島県自然歩道」は、別図のように広島市、北広島町、安

芸高田市、三次市、庄原市の自然の中を通る全長１２５㎞のコースで、安芸高田市では八

千代町、吉田町、甲田町を通過しています。 

完成当初は、多くの登山客が利用されていましたが、林業の衰退化や異常気象による土

砂崩れ、イノシシ等有害鳥獣からの被害、長引く不況による自治体の予算の縮小化等の理

由により十分な維持管理が行き届いておらず、倒木や歩道の破損により通行ができない箇

所も多数存在しています。 

 

 別図 県内に整備されている自然歩道位置図 

 

 

 

※広島県ホームページより抜粋 
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〇 課 題 

 

広島県自然歩道は、安芸高田市の地形を最大限に活用し設置されていますが、管理

が十分に行き届いておらず利用が困難となっています。 

また、広島県自然歩道に関する周知が不足しているため、完成当初は多数の来訪者

がハイキング等に訪れていましたが、現在は減少し続けています。近隣の地域住民の

中でも認知度が低く、広島県及び安芸高田市からの情報が不足していると言えます。 

 

 

〇 課題解決のための提案 

 

①  広島県自然歩道の維持管理について、今後の管理方法や計画が不透明で適切に

維持管理がなされていません。 

広島県及び安芸高田市が密に連絡及び連携し、破損状況の把握や可能な限り利

用可能な状態への復旧を計画的かつ継続的に行うことが必要であることを提言し

ます。 

 

 

②  安芸高田市は、市内外に対する情報発信力が弱く、地域住民及び安芸高田市外

へのＰＲや情報が伝わっていません。 

 情報の周知を強化するためには、市のホームページ掲載、お太助フォン放送及

び広報誌の配布だけではなく、メディアの活用や他市町観光施設へＰＲパンフレ

ットの配布、安芸高田市観光協会のホームページ掲載、市ホームページへの外部

リンクの強化、市内観光マップでの案内等により情報を積極的に発信し、発信す

る側や検索する側にも迅速で分かりやすい情報公開が必要です。 

 

 

③  広島県自然歩道のルートから眺望できる範囲には、堂床山から望める眺望、土

師ダムや吉田サッカー公園、田んぼアート実施予定地、郡山城跡、湧永庭園、五

龍城址など見どころが多数あります。また、周辺には安芸高田市が誇る毛利元就

に関連する史跡や、地域の伝統の残る景勝地も多数あります。これらを広島県自

然歩道の見どころとして設定し、案内看板、説明看板の設置やホームページ、Ｓ

ＮＳ等でＰＲすることが必要です。 

 

 

④  広島県自然歩道を歩道としてのみではなく、起伏や高低差を利用したイベント

（健康増進のためのウォーキングやトレイルランニング、ＢＭＸ等のスポーツの

大会会場として）を企画及び開催をし、競技者や関係者に多数かかわってもらい、

これまで以上に利活用するべきと考えます。 
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４．おわりに 

 

この度の提言書に関しましては、二つの施設に絞ったものとなりましたが安芸高田市内

にはまだまだ多くの利活用ができる可能性のある施設が存在しています。 

 

また、地域によってそれぞれの特色や様々な課題に応じた市の施策によって、地域別の

状況に対応した取組が必要不可欠となってきております。 

 

今後においても、既存施設の廃止又は新たな施策若しくは取組、施設設置のみに目を向

けるのではなく、限られた財源を効率よく活用していくためにも、これまでに整備された

施策や施設を最大限利活用するために、地域住民と行政の協働共助によるまちづくりを推

進することが大切であると考えます。 

 

それぞれの担うべき役割を認識しあい、安芸高田市民一人ひとりが誇りと愛着を持って

暮らせる魅力あるまちづくりを推進するため、市民と行政がお互いに提案しあえる良好な

関係を築き、常に最善かつ最良な安芸高田市を求めていくことが必要です。 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 




